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州
を
は
じ
め
と
す
る
各
地
で
の
積
極
的
な

官
民
に
よ
る
投
資
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

生
み
、
そ
れ
が
更
な
る
高
付
加
価
値
や
所

得
向
上
に
つ
な
が
り
つ
つ
あ
る
』
と
の
現

状
認
識
が
示
さ
れ
た
上
で
、「
半
導
体
・
デ

ジ
タ
ル
産
業
戦
略
」
の
取
組
は
い
ず
れ
も

道
半
ば
で
あ
る
と
し
て
、『
こ
れ
ま
で
の
取

組
の
幅
を
更
に
広
げ
、
戦
略
の
中
身
を
よ

り
具
体
化
す
る
こ
と
で
新
た
な
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
ケ
ー
ス
を
生
み
出
し
て
い
く
』
こ
と

を
掲
げ
る
と
と
も
に
、
九
州
を
“
産
業
用

先
端
半
導
体
の
世
界
的
な
生
産
拠
点
”
に

と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。（
図
１
）

　

ま
た
、
今
後
の
半
導
体
戦
略
の
全
体
像

と
し
て
、
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
た
地
域

単
位
で
の
産
学
官
連
携
に
よ
る
人
材
育
成

や
、
次
世
代
半
導
体
の
設
計
・
製
造
を
行

う
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
の
育
成
が
必
要
と
し
て
お
り
、
全
国
に

先
駆
け
て
組
成
さ
れ
た
「
九
州
半
導
体
人

材
育
成
等
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
の
取
り
組

新
生
・
シ
リ
コ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
九
州
実
現
に
向
け
た

九
州
半
導
体
人
材
育
成
等
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の

取
組
み
に
つ
い
て

半
導
体
・
デ
ジ
タ
ル
産
業
戦
略

　

政
府
・
経
済
産
業
省
で
は
、
半
導
体
は

デ
ジ
タ
ル
社
会
を
支
え
る
重
要
基
盤
で
あ

り
、
安
全
保
障
に
も
直
結
す
る
死
活
的
に

重
要
な
戦
略
技
術
で
あ
る
と
の
認
識
の
も

と
、
経
済
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
、
国
家

と
し
て
整
備
す
べ
き
重
要
半
導
体
の
種
類

を
見
定
め
た
上
で
、
必
要
な
半
導
体
工
場

の
新
設
・
改
修
を
国
家
事
業
と
し
て
主
体

的
に
進
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
す
る

「
半
導
体
・
デ
ジ
タ
ル
産
業
戦
略
」
を
2
 
0
 

2
1
年
6
月
4
日
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

同
戦
略
に
お
い
て
は
、
先
端
半
導
体
を

国
内
で
開
発
・
製
造
で
き
る
よ
う
に
、
海

外
の
先
端
フ
ァ
ウ
ン
ド
リ
の
誘
致
を
通
じ

た
日
本
企
業
と
の
共
同
開
発
・
生
産
や
、

メ
モ
リ
・
セ
ン
サ
ー
・
パ
ワ
ー
等
を
含
め

た
各
種
半
導
体
の
供
給
力
を
高
め
る
た
め

の
我
が
国
半
導
体
工
場
の
刷
新
等
に
つ
い

て
、
他
国
に
匹
敵
す
る
大
胆
な
支
援
措
置

九
州
経
済
産
業
局 

地
域
経
済
部 

情
報
政
策
課

が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
日
本
の
①
製
造
装
置
・
素
材

産
業
の
強
み
、
②
地
政
学
的
な
立
地
優
位

性
、
③
デ
ジ
タ
ル
投
資
促
進
を
テ
コ
に
、

戦
略
的
不
可
欠
性
を
獲
得
す
る
観
点
か
ら
、

日
本
に
強
み
の
あ
る
製
造
装
置
・
素
材
の

チ
ョ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
技
術
を
磨
く
た
め
に
、

海
外
の
先
端
フ
ァ
ウ
ン
ド
リ
と
の
共
同
開

発
を
推
進
し
、
先
端
ロ
ジ
ッ
ク
半
導
体
の

量
産
化
に
向
け
た
フ
ァ
ウ
ン
ド
リ
の
国
内

立
地
を
図
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

2
0
2
3
年
6
月
に
は
同
戦
略
を
改
定

し
、
有
志
国
連
携
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
強
靭
化
の
重
要
性
の
高

ま
り
に
言
及
す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
デ

ジ
タ
ル
社
会
に
お
い
て
、
自
動
車
産
業
な

ど
の
ユ
ー
ザ
ー
産
業
の
競
争
力
強
化
に
向

け
、
そ
の
付
加
価
値
の
源
泉
と
な
る
半
導

体
・
デ
ジ
タ
ル
産
業
基
盤
を
日
本
に
整
備
・

確
保
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
の
認

識
を
示
し
ま
し
た
。同
戦
略
の
中
で
は
、『
九

み
に
つ
い
て
、
同
様
の
取
り
組
み
を
全
国

に
展
開
し
、
半
導
体
の
人
材
育
成
強
化
に

取
り
組
ん
で
い
く
と
し
て
い
ま
す
。（
図
２
）

新
生
・

シ
リ
コ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
九
州

　

九
州
に
は
、
1
9
6
7
年
に
三
菱
電
機

が
熊
本
県
に
進
出
し
て
以
降
、
大
手
電
機

メ
ー
カ
ー
系
の
半
導
体
工
場
が
相
次
い
で

進
出
し
た
こ
と
か
ら
半
導
体
関
連
企
業
の

集
積
が
進
み
、
今
日
で
は
、
大
手
か
ら
中

小
ま
で
、
半
導
体
製
造
を
支
え
る
約
1
 
0
 

0
0
社
の
企
業
・
事
業
所
が
集
積
し
て
半

導
体
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
形
成
し
て
い

ま
す
。

　

九
州
地
域
は
、
1
9
8
0
年
代
の
最
盛

期
に
は
、
世
界
の
半
導
体
生
産
の
約
１
割

を
担
っ
た
こ
と
か
ら
『
シ
リ
コ
ン
ア
イ
ラ

ン
ド
九
州
』
と
称
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
1
 
9
 

8
0
年
代
以
降
は
、“
日
の
丸
半
導
体
”
の

苦
境
と
時
を
同
じ
く
し
て
厳
し
い
時
代
が

特 

集
5
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続
き
ま
し
た
が
、
半
導
体
需
要
の
拡
大
に

よ
り
、
2
0
2
3
年
の
半
導
体（
集
積
回
路

：
I
C
）
の
生
産
額
は
約
1
兆
1
5
3
4

億
円
（
全
国
比
約
55
％
）と
、
2
0
0
7
年

以
来
16
年
ぶ
り
の
1
兆
円
を
超
え
る
金
額

と
な
っ
て
お
り
、半
導
体
製
造
装
置
に
つ
い

図１ 九州・熊本を産業用先端半導体の世界拠点に

（出典「半導体・デジタル産業戦略スライド 164」）

て
も
、
2
0
2
2
年
は
約
4
9
3
0
億
円

と
統
計
開
始
以
降
最
高
の
金
額
、
2
0
2

3
年
の
生
産
額
は
約
4
2
9
4
億
円
と
高

い
水
準
を
記
録
し
て
い
ま
す
。（
図
３
、４
）

2
0
2
1
年
12
月
に
は
、
台
湾
の
T
S

M
C
が
、ソ
ニ
ー
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
と
の
共
同
出
資
で

九
州
・
熊
本
に
12
／
28
n
m
プ
ロ
セ
ス
の
半

導
体
製
造
受
託
子
会
社
で
あ
る
「Japan 

A
d

v
an

ced
 S

em
icon

d
u

ctor 
M

anufacturing

株
式
会
社
（
以
下

J
A
S
M
）」
を
設
立
す
る
と
発
表
し
、

（
そ
の
後
、（
株
）デ
ン
ソ
ー
も

出
資
を
表
明
）、
2
0
2
2

年
6
月
に
は
経
済
産
業
省

と
し
て
も
同
社
へ
の
支
援
を

決
定
し
ま
し
た
。
J
A
S
M

の
１
号
棟
に
つ
い
て
は
2

0
2
4
年
2
月
24
日
に
竣

工
式
が
開
催
さ
れ
、
同
日
、

T
S
M
C
、
ソ
ニ
ー
セ
ミ
コ

ン
ダ
ク
タ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
株
式
会
社
、
株
式
会
社

デ
ン
ソ
ー
、
ト
ヨ
タ
自
動
車

株
式
会
社
が
共
同
出
資
す

る
6
／
12
n
m
プ
ロ
セ
ス
の

半
導
体
を
製
造
す
る
2
号

棟
に
つ
い
て
の
支
援
決
定

が
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
2
4
年
3
月
末
時

点
の
九
州
地
域
に
お
け
る

半
導
体
関
連
の
新
規
設
備

投
資
計
画
は
、
公
表
さ
れ

て
い
る
だ
け
で
も
83
件
、

４
兆
7
0
0
0
億
円
超
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

投
資
の
着
実
な
実
行
に
よ

り
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
が
強
化
さ
れ
九
州

で
エ
コ
シ
ス
テ
ム
が
形
成
さ
れ
る
と
と
も

に
、
半
導
体
関
連
の
取
引
先
企
業
等
へ
の

直
接
的
な
効
果
に
と
ど
ま
ら
ず
、
周
辺
地

域
・
産
業
の
雇
用
創
出
な
ど
幅
広
い
経
済

波
及
効
果
を
及
ぼ
す
こ
と
が
「
新
生
・
シ

出典「半導体・デジタル産業戦略スライド100」

図２ 半導体人材の育成に向けた地域の取組
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図 5 九州の半導体産業の動向（企業の主な設備投資計画・立地協定）

出典：「九州経済の現状（2023年版）」

図 3 九州の IC 生産金額・全国比の推移
製造業
半導体関連産業（集積回路（IC）生産数量、金額）

2023年の IC生産実績は、高付加価値品などを中心
に、高水準での生産が続いた結果、生産数量では6 
年連続で前年を下回ったものの、生産金額では3年
連続で増加。生産金額は、2007年以来、16年ぶり
に1兆円以上となり、全国比は1985年以来、初め
て50％を上回った。

出典：「九州経済の現状（2023年版）」

図 4 九州の半導体製造装置生産金額の推移
製造業
半導体関連産業（半導体製造装置生産金額）

2023年の半導体製造装置の生産金額は、3年ぶり
に減少したものの、国内外からの堅調な需要に支え
られ、高水準の生産となった。
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リ
コ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
九
州
」
の
実
現
に
繋

が
る
も
の
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
図
５
）

九
州
半
導
体
人
材
育
成
等

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

　

半
導
体
産
業
分
野
に
お
け
る
活
況
な
生

産
活
動
や
投
資
状
況
を
踏
ま
え
、
半
導
体

産
業
に
お
け
る
諸
課
題
に
官
民
が
一
体
と

な
っ
て
対
応
し
、
2
0
3
0
年
の
日
本
社

会
を
支
え
る
九
州
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、

2
0
2
2
年
3
月
29
日
、
九
州
経
済
産
業

局
で
は
、「
九
州
半
導
体
人
材
育
成
等
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
（
以
下
コ
ン
ソ
）」
を
「
九※
州

半
導
体
・
デ
ジ
タ
ル
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
協

議
会
（
以
下
S
I
I
Q
）」
と
と
も
に
設

立
し
ま
し
た
。
コ
ン
ソ
は
、「
自
ら
が
保
有

す
る
資
源
の
提
供
等
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に

協
力
を
惜
し
ま
な
い
」
と
い
う
規
約
に
賛

同
し
た
産
業
界
、
教
育
機
関
、
協
力
機
関
、

行
政
機
関
等
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
2
 
0
 

2
4
年
3
月
末
時
点
で
1
0
9
機
関
が
参

画
し
て
い
ま
す
。

　

コ
ン
ソ
が
取
り
組
む
一
つ
目
の
課
題
は

「
人
材
不
足
」
で
す
。
少
子
高
齢
化
や
若
年

層
の
理
系
離
れ
等
の
影
響
に
よ
り
、
半
導

体
に
限
ら
ず
も
の
づ
く
り
産
業
全
般
で
人

手
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、
相
次
ぐ
半
導

体
関
連
企
業
の
立
地
表
明
に
よ
り
、
優
秀

な
人
材
の
獲
得
が
今
後
ま
す
ま
す
難
し
く

な
る
の
で
は
な
い
か
と
の
危
機
感
が
各
地

に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
が
、「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強

靱
化
」
で
す
。
前
述
し
た
投
資
拡
大
を
受

け
て
、
新
た
に
構
築
さ
れ
る
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
に
、
九
州
地
域
の
強
み
を
活
か
し

て
、
地
場
の
半
導
体
関
連
企
業
が
参
入
す

る
こ
と
が
、
地
元
と
し
て
は
最
も
望
ま
し

い
姿
で
す
。

　

そ
こ
で
コ
ン
ソ
で
は
２
つ
の
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
（
人
材
育
成
W
G
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
強
靱
化
W
G
）
を
設
置
し
、

①
「
半
導
体
人
材
の
育
成
と
確
保
」、②
「
半

導
体
大
手
企
業
と
地
場
企
業
、
ユ
ー
ザ
ー

企
業
と
の
取
引
強
化
」、
ま
た
①
②
を
支
え

る
取
り
組
み
と
し
て
③
「
海
外
と
の
産
業

交
流
の
促
進
」
の
３
つ
を
そ
の
方
向
性
と

位
置
づ
け
、
オ
ー
ル
九
州
の
産
・
学
・
官
が

連
携
し
て
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

①
半
導
体
人
材
の
育
成
・
確
保

　

コ
ン
ソ
で
は
2
0
2
2
年
度
、
九
州
管

内
の
半
導
体
関
連
産
業
に
お
け
る
人
材
不

足
に
関
す
る
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、オ
ペ
レ
ー
タ
ー
や
生
産
技
術
職
を
中

心
に
、
研
究
開
発
職
も
含
め
る
と
、
2
 
0
 

3
2
年
ま
で
に
年
間
1
0
0
0
人
程
度
が

不
足
す
る
と
い
っ
た
調
査
結
果
を
と
り
ま

と
め
ま
し
た
。
加
え
て
、
九
州
の
学
生
・
社

会
人
を
対
象
に
半
導
体
産
業
に
関
す
る
意

識
調
査
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
半
導
体
産
業

で
「
働
き
た
い
と
思
わ
な
い
」
と
の
回
答
が

61
・
4
％
に
上
っ
て
お
り
、
そ
の
理
由
と
し

て
「
半
導
体
の
仕
事
が
良
く
分
か
ら
な
い
」

と
い
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

2
0
2
3
年
度
に
は
九
州
管
内
教
育
機

関
で
あ
る
工
業
高
校
、
高
専
、
大
学
、
大
学

院
を
対
象
に
、
理
工
系
の
人
材
教
育
・
輩

出
者
数
や
そ
の
進
路
に
つ
い
て
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
九
州
管
内
か
ら
教

育
・
輩
出
さ
れ
る
理
工
系
人
材
は
約
2
 
7
 

0
0
0
人
と
推
計
さ
れ
、
そ
の
う
ち
半
導

体
関
連
産
業
に
就
職
し
て
い
る
人
材
は

2
4
0
5
人
、
全
体
の
約
9
・
0
％
と
推
計

さ
れ
ま
し
た
。
特
に
九
州
管
内
の
半
導
体

関
連
企
業
に
就
職
し
て
い
る
人
材
は
1
 
2
 

8
9
名
と
、
更
に
半
数
程
度
に
留
ま
る
こ

出典 九州半導体人材育成等コンソーシアム第二回会合　資料４_6ページ

図 6 半導体関連人材確保に関する調査結果

※国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（ＮＥＤＯ）調査委託事業
※短　期（1～ 3年）：2023 年～ 2025 年
　中長期（4～ 10年）：2026 年～ 2032 年

※半導体、エレクトロニクス関連産業の振興を目的に、2002年設立。現在は、国内・外の協力機関とも連携して
　九州における半導体産業の活性化に務めている。2024年 3月時点の会員数は314。会員の約8割が企業。
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と
が
判
明
し
ま
し
た
。（
図
６
、７
）

　

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
読
み
解
く
と
、九

州
に
お
け
る
新
卒
の
理
工
系
人
材
の
半
導

体
関
連
産
業
へ
の
就
職
者
数
は
年
間
1
3

0
0
人
程
度
で
あ
り
、
中
途
採
用
や
文
系

人
材
を
含
め
た
採
用
実
績
は
2
3
0
0
人

程
度
で
あ
る
こ
と
や
、「
毎
年
1
0
0
0

人
程
度
の
人
材
が
向
こ
う
10
年
間
不
足
す

る
」
と
し
た
2
0
2
2
年
度
の
調
査
結
果

が
実
態
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
が
教
育
界

向
け
調
査
か
ら
も
実
証
さ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ン
ソ
で
は
こ
の
“
人
材
需
給
ギ
ャ
ッ

プ
”
の
解
消
に
向
け
、
教
育
・
輩
出
し
た
人

材
の
九
州
域
内
で
の
半
導
体
業
界
へ
の
就

業
促
進
を
目
指
し
て
、
産
学
官
連
携
に
よ

る
半
導
体
に
関
す
る
横
断
的
教
育
に
取
り

組
む
と
と
も
に
、
理
工
系
人
材
の
母
数
拡

大
に
向
け
て
、
若
年
層
及
び
教
員
等
に
向

け
た
半
導
体
産
業
の
魅
力
発
信
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
コ
ン
ソ
構
成
機
関
で
あ
る

国
立
高
等
専
門
学
校
機
構
（
以
下
高
専
機

構
）
が
進
め
る
C
O
M
P
A
S
S
5
・
0

事
業
に
お
い
て
、
半
導
体
教
育
の
拠
点
校

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
熊
本
高
専
、
佐

世
保
高
専
と
連
携
し
、「
半
導
体
工
学
概
論
」

「
半
導
体
デ
バ
イ
ス
工
学
」
と
い
っ
た
講
義

を
、
設
計
・
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
講
義
は
、
コ
ン
ソ
共
同
事
務
局
で

あ
る
S
I
I
Q
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

よ
る
出
前
講
義
や
、
企
業
や
大
学
、
研
究
機

関
で
連
携
し
た
現
場
視
察
等
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
と
い
う
形

で
、
実
践
校
で
あ
る
25
校
を
含
め
た
全
国

の
高
専
に
も
横
展
開
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
う
し
た
講
義
を
熊
本
工
業
高
校
、

大
分
大
学
、
福
岡
大
学
等
の
教
育
機
関
に

も
展
開
し
、
理
工
系
人
材
の
み
な
ら
ず
文

系
人
材
も
半
導
体
産
業
を
横
断
的
に
学
ぶ

こ
と
の
出
来
る
機
会
の
拡
大
を
図
っ
て
い

ま
す
。

　

半
導
体
産
業
を
“
学
ぶ
”
こ
と
に
つ
い

て
は
、
学
生
の
み
で
は
な
く
、
教
え
る
側

へ
の
機
会
提
供
も
重
要
で
す
。
そ
こ
で
、

高
校
か
ら
大
学
ま
で
の
教
員
等
を
対
象
と

し
た
「
教
員
向
け
研
修
会
」
を
開
催
し
て
お

り
、
開
始
2
年
目
と
な
る
2
0
2
3
年
度

に
は
、
大
学
・
高
専
等
で
専
門
教
育
を
担
う

半
導
体
を
専
門
と
す
る
教
員
と
、
高
校
等

で
進
路
指
導
を
担
当
す
る
よ
う
な
半
導
体

初
学
者
で
あ
る
教
員
向
け
に
分
け
、
企
業

の
工
場
見
学
や
、
卒
業
生
・
人
事
担
当
者
と

の
座
談
会
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
北
海
道
や
広
島
か
ら
高
専
や
大
学

教
員
が
参
加
し
、
97
％
と
い
う
高
い
満
足

度
を
得
て
い
ま
す
。

2
0
2
4
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
に
加
え
、
半
導
体
産
業
に
お
け
る
ダ

イ
バ
ー
シ
テ
ィ
推
進
や
他
産
業
か
ら
の
流

入
促
進
を
目
指
し
、
多
様
な
人
材
活
躍
に

向
け
た
環
境
整
備
状
況
の
把
握
や
、
半
導

体
産
業
で
活
躍
す
る
人
材
の
ロ
ー
ル
モ
デ
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図 7 半導体関連人材の育成ポテンシャルに関する調査結果
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特 集 人材育成の観点から考える ものづくりニッポンのこれから

ル
発
信
等
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

② 

半
導
体
大
手
企
業
と
地
場
企
業
、

ユ
ー
ザ
ー
企
業
と
の
取
引
強
化

　

九
州
地
域
に
お
い
て
は
、
2
0
2
1
年

4
月
以
降
、
公
表
・
判
明
分
だ
け
で
89
件
、

4
兆
7
2
0
0
億
円
超
の
新
規
投
資
が
計

画
さ
れ
て
お
り
、
国
内
外
の
メ
ー
カ
ー
や

サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
か
ら
の
注
目
が
九
州
に
集

ま
っ
て
い
ま
す
が
、
九
州
域
内
だ
け
で
な

く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
へ

の
参
入
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

2
0
2
2
年
度
に
実
施
し
た
コ
ン
ソ
構

成
機
関
向
け
調
査
に
お
い
て
も
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
へ
の
新
規
参
入
に
は
、
価
格

や
技
術
的
な
差
別
化
に
よ
る
競
争
優
位
が

不
可
欠
な
反
面
、
中
小
企
業
単
独
で
は
難

し
く
、「
産
学
連
携
」「
産
産
連
携
」
な
ど

の
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
が
効
果
的
で
あ
り
、“
顔

が
見
え
る
関
係
づ
く
り
”
が
重
要
で
あ
る

と
の
結
果
を
得
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
コ
ン
ソ
で
は
2
0
2
3
年
度
、

「
九
州
に
お
け
る
半
導
体
産
業
の
活
性
化
に

向
け
た
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
構
築
」
を
テ
ー

マ
に
、
九
州
の
半
導
体
産
業
の
あ
る
べ
き

姿
に
つ
い
て
議
論
を
行
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
実
施
し
ま
し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

通
じ
、
企
業
連
携
に
よ
る
技
術
開
発
や
技

術
営
業
の
強
化
、
企
業
連
携
の
た
め
の
人

材
育
成
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
九
州
に
お
い
て
は
2
0
2
3
年

度
、
生
産
額
ベ
ー
ス
で
国
内
５
割
超
の
Ｉ

Ｃ
（
集
積
回
路
）
を
生
産
し
て
お
り
、
災
害

発
生
時
な
ど
に
お
い
て
も
供
給
責
任
も
果

た
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
コ
ン
ソ
で

は
2
0
2
3
年
度
、
B
C
P
を
テ
ー
マ
に
、

発
災
時
の
企
業
間
連
携
や
協
力
内
容
を
検

討
す
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
、
自

然
災
害
等
の
発
災
時
に
相
互
協
力
を
行
う

た
め
の
合
意
書
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
に
精
通
し

た
人
材
の
重
要
性
に
つ
い
て
も
議
論
が
行

わ
れ
て
お
り
、
当
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
契
機

に
、2
0
2
4
年
度
に
は
九
州
大
学
の
「
価

値
創
造
型
半
導
体
人
材
育
成
セ
ン
タ
ー
」

に
お
い
て
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
テ
ー
マ

と
し
た
講
義
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

③ 

海
外
と
の
産
業
交
流
促
進

　

九
州
に
お
け
る
半
導
体
産
業
の
持
続
的

成
長
に
向
け
た
課
題
と
し
て
、上
述
の
「
半

導
体
人
材
の
育
成
・
確
保
」
と
「
半
導
体

大
手
企
業
と
地
場
企
業
、
ユ
ー
ザ
ー
企
業

と
の
取
引
強
化
」
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

ら
を
推
進
し
て
い
く
に
は
、
海
外
の
先
進

的
な
取
組
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と

も
重
要
で
す
。
例
え
ば
台
湾
で
は
、
産
学

連
携
に
よ
り
優
秀
な
人
材
を
半
導
体
産
業

に
取
り
込
む
と
と
も
に
、
自
身
が
最
も
活

躍
で
き
る
分
野
で
専
門
性
を
高
め
、
新
た

な
付
加
価
値
を
創
造
す
る
人
材
育
成
の
ス

キ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
コ
ン
ソ
で
は
、
2
0
2
2
年
度
、

九
州
と
台
湾
の
半
導
体
産
業
の
活
性
化
を

目
的
に
、
九
州
の
産
学
官
を
主
な
メ
ン
バ

ー
と
す
る
訪
台
団
を
派
遣
（
2
月
9
～
10

日
、
参
加
：
28
機
関
・
41
名
）
し
、
現
地
で

①
企
業
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
強
化
及

び
相
互
投
資
の
拡
大
、
②
双
方
の
人
材
育

成
手
法
の
紹
介
・
共
有
を
目
的
に
「
九
州
・

台
湾
経
済
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
す

る
と
と
も
に
、
大
学
、
研
究
機
関
、
設
計

企
業
等
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

2
0
2
3
年
度
に
は
、
上
記
の
相
互
交

流
を
よ
り
深
化
・
具
体
化
さ
せ
る
べ
く
、「
セ

ミ
コ
ン
台
湾
2
0
2
3
」
の
開
催
に
併
せ

て
訪
台
し
、

●
コ
ン
ソ
共
同
事
務
局
で
あ
る
S
I
I
Q

と
、
台
湾
の
工
業
技
術
研
究
院
（
以
下

I
T
R
I
）
と
の
技
術
情
報
の
相
互
提

供
等
を
目
的
と
し
た
M
O
U

●
コ
ン
ソ
構
成
機
関
で
あ
る
九
州
大
学

と
、
台
湾
の
陽
明
交
通
大
学
、
I
T
R
I

と
の
研
究
者
の
技
術
連
携
、
人
材
交
流

促
進
等
を
目
的
と
し
た
M
O
U

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
台
湾
を
は
じ
め
と
し
た
海
外
と

の
連
携
を
継
続
し
、
双
方
の
半
導
体
産
業

の
発
展
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に

　

コ
ン
ソ
は
九
州
７
県
を
そ
の
対
象
範
囲

と
し
た
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
す
が
、
参

画
し
て
い
る
自
治
体
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て

も
、
県
や
政
令
市
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
り
、
産
学
官
に
よ
る
半
導
体
人
材
の
育

成
等
を
目
的
と
し
た
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
の

組
成
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

上
記
の
主
な
取
組
の
一
部
を
紹
介
し
ま

す
と
、
人
材
育
成
に
関
し
て
は
、
半
導
体

と
デ
ジ
タ
ル
を
テ
ー
マ
と
し
た
中
学
生
・

高
校
生
向
け
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施
、

工
業
高
校
生
向
け
の
サ
ー
キ
ッ
ト
デ
ザ
イ

ン
教
育
の
取
り
組
み
、
学
生
向
け
の
出
前

講
座
や
企
業
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ア
ー
、

オ
ン
ラ
イ
ン
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
リ
ス

キ
リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
開
設
や
転
職
希
望

者
向
け
の
オ
ン
ラ
イ
ン
面
接
会
な
ど
、
半

導
体
人
材
の
確
保
・
育
成
事
業
へ
の
取
り

組
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。
加
え
て
、
教
育

機
関
に
お
い
て
も
産
業
界
と
連
携
し
た
特

別
講
義
の
開
始
、
半
導
体
を
専
門
的
に
学

ぶ
学
科
・
科
目
の
新
設
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

再
編
等
の
動
き
等
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

　

九
州
経
済
産
業
局
は
、
今
後
も
、「
新

生
シ
リ
コ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
九
州
」
の
実
現

に
向
け
て
、
コ
ン
ソ
構
成
機
関
と
連
携
し
、

重
要
物
資
で
あ
る
半
導
体
の
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
を
支
え
る
人
材
育
成
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。


